
予算総額 補助総額

終了編

事業名 発達障害で悩む全ての方に向けた相談座談会等実施事業
団体名 NPO法人人・ふれあい・ひろば
担当部署名 岡山市発達障害者支援センタ－

岡山市市民協働推進モデル事業　評価表/公開用
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目
標
の
達
成
状
況

2,323,505円 1,674,000円 記入日 2015/3/20
「事業実施前の岡山市の状況」
文章、数値、図等により事業実施前の岡山市の状況を表してください。岡山市（担当
課）やその他の利害関係者との関係性も記載してください。

「事業実施後の岡山市の状況（成果）」
文章、数値、図等により事業実施後の岡山市の状況を表してください。岡山市（担当課）やそ
の他の利害関係者との関係性の変化や協力状況なども記載してください。

発達障害者支援センター（専門職） 医療・福祉関係（専門職）

NPO法人人・ふれあい・ひろば

申込みの時点で高いハードル

（信頼感はあるが躊躇する）

相談したいその時に！が困難

＊ 特 徴 ＊

毎月9回公民館での定例開催
居住地域外での参加が可能

ピアカウンセリングである

＊ 課 題 点 ＊

月9回1回2時間開催しか無い
NPO法人に対する信頼感が問題
他機関との連携が薄い！？

＊親の心情＊

認めたくない

時間がかかる

関わりたくない

＊親の心情＊

認めたくない

待てない

指導はいや

発達障害者支援センター（専門職） 医療・福祉関係（専門職）

＊ つなぎ時間の親支援 ＊

専門機関に繋がるまでの時間フォロー

繋がることの大切さを実感してもらう

その時々の不安に対応していく

NPO法人人・ふれあい・ひろば

＊ 課 題 点 ＊

定例会以外の相談形式も探る

寄り添える人の拡充

他機関とのより深い連携つくり

＊ 特 徴 ＊

ピアカウンセリングを生かした

人材育成が可能

予備人材の育成が可能

発達障害等に関する

悩みを持つ人

発達障害等に関する

悩みを持つ人

連携できる機関が増えた連携できている

・事業開始、ポスター掲示・配布を始めた時点で問い合わせ、参加者が増加している。

・昨年度新規参加者：31名。本年度新規参加者：71名。明らかに増加している。（集計表別
添）

・『ひか☆りんく』からの紹介が１８件と、具体的連携が図れた。

・相談会会場に公民館を使わせて頂いており、市内多くの公民館との連携が図れている。協

働事業により、一層強化され、市内全ての公民館にポスター掲示・カード設置を行った。公民

館側から相談会の開催に関しての問い合わせも来ている。発達障害を前面に出すことを躊

躇する地域もあったが、公民館の協力により、地域支援が進んできている。

・NPO設立ご徐々に参加者が増えている状況であった。
・毎年、30名程度の新規参加者が増加していた。
・『ひか☆りんく』とは、話ができる状況ではあったが、連携という具体的要素は無かった。

・相談会会場に公民館を使わせて頂いており、会場を借りることができるかどうか、伺い

お願いに回っていた。

・明らかに連携を取れている他機関というものは少なかった。当会より設立された親の会、

講演に寄った先の団体等が、主な連携先であった。
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8 ○
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NO. 評価項目

事業はスケジュール通り進行しましたか？

決算は概ね予算通りの収支となりましたか？
協働による相乗効果が発揮されましたか？

当初の想定通りに利害関係者を巻き込みましたか？
団体と担当部署の情報共有は積極的に図られましたか？

当初の想定通りに相互の強みが発揮されましたか？
当初の想定通りに役割分担が行われましたか？

事業の定量目標は予定通り達成できましたか？

自己評価
改善案（想定以下の場合）

事業の定性目標は予定通り達成できましたか？

すべての工程を丁寧に進行できましたか？


